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老舎『蛤藻集』の「悲劇」について
一― 消えゆく「伝統」一―
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遂次,我想岡明老舎在 《老字号》和 《断魂栓》中描写的 “悲居1"。
両介作品的主人翁有共同的特点,就是都特男1珍惜、尊敬和崇チ子“イ寺統一 即声生子民同的、不
朽的、美好的木西"。 主人翁在社会上常常看到或是頚感到有板害 “侍統"的名声,名誉的場面。因


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大学紀要』第 19巻pp 169 181)◎老舎『月牙
児J試論」 (『八戸工業大学紀要』第20巻pp
133-143)
どういうものを「ユーモアJというのか依然と
して難しい問題はあるが,ただこの時期にも,
「ユーモアJを旨とする雑誌である『論語』に,
老舎は作品をしばしば発表しており,「ユーモ
ア」に対する興味を依然として持ち続けていた
と思われる。
この文の考察については注(4)の論文で行って
いる。
『蛤藻集』の作品群をテーマ別に三つに分けて
考えている。その三つは以下の通りである。
(i)この作品集には,民間に生まれ,長い時間
の中で洗練されたもの,或いは古き良きも
の,伝統的な技,このようなものが,何ら
かの理由によって新しい時代の中で消え
去ってしまうという状況が描かれている。
例えば『老字号習或いは『断魂槍』にそれ
が色濃 く現れていると思われる。この際,
古いもの,伝統的なものが,誰の目から見
ても素晴らしいものであればあるほど,そ
の消滅,断絶せざるを得ない事態は,悲し
むべきことであり,一種の国民的悲劇とい
うことができると思われる。また,『新韓穆
老舎『蛤藻集』の「悲劇Jについて (渡辺)
(8)
(9)
(10)
列徳』という作品も,いくらか表現の角度
は違うが,物語の内容が伝統的な商売法に
関わるのでここに入れてもよいと思われ
るも
(1)二つ目は,その裏返しの状況である。やは
り古いものと新しいもの,伝統的なものと
新しい時代のものという対比の中で,今度
は古きもの,伝統的なものの中に存在して
いた悪しきものは当然新しい時代では消
滅させるべきものであるにも拘らず,それ
が現在においてもなお残り続け,そのこと
によって社会の発展を停滞させ,人を不幸
にしているという現象である。『新時代的
旧悲劇』或いは『且説屋里』という作品が
これに当たると思われる。
(ili)その他,『徳来的故事』と『哀啓』という作
品は,この作品集にあっては,幾らか異色
のような印象を受ける。『聴来的故事Jの物
語は何もできない,何もしない,何の能力
もない,ただ笑っているだけ,このような
人物がしだいに社会的に高い地位に上
がっていくというものである。この作品
は,或いは12)に入るべきかもしれない。ま
た,F哀啓』では車夫を登場させている。こ
の車夫の一人息子がならず者たちに拉致
されて,車夫の目の前で残酷な形で殺され
てしまう。このならず者たちの行為に日本
の中国侵略のそれを連想させる。
今回はこのうち (i)を取 り上げたのだ
が,『新韓穆列徳』はテーマを裏側から扱っ
ているので考察から除外した。ともかく,
紙幅の都合もあり,他の作品については,
いずれ別の機会に論じたい。
『老字号』p321
『老字号』同上
『蛤藻集』の中の「新韓穆列徳」という作品に,
やはり古い歴史を持つ店が出てくるのだが,こ
の店の倒れてゆく原因に外国製品の流入の影
響を読み取ることができる。
『老字号』p321
『老字号』p322
『老字号』p323
F老字号』同上
『老字号』p324
『老字号』同上
『老字号』p325
『老字号』同上
『老字号』同上
『老字号』p326
『老字号』同上
『老字号』p327
① の場合,三合祥の名前が残っているし,そこ
で店員も働いているのだから,「終わり」ではな
(6)
(7)
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いというふうに言えるかもしれないが,少なく
ともこの作品では,今までとは店の風格も変わ
り,しかも商売方法も全く違うのだから,実質
的には三合祥ではないと考えてよいと思う◎こ
の段階での三合祥の「終わり」である。
(24)『断魂槍』p328
(25)『断魂槍』同上
(26)『断魂槍』p329
(27)『断魂槍』p333
(28)『断魂槍』pp 333 334
(29)『断魂槍』p334
(30)『断魂槍』pp 334 335
(31)『断魂槍』p335
(32)『断魂槍』同上
(33)井上靖の作品之中に「壷J(『中央公論』8512・
1970年12月・pp 372-380)というものがある。
この中に紹介されている老舎の話と,今回取り
上げた『老字号』『断魂槍』の物語とが奇妙に似
通っていると思われる。
これは,老舎が1960年3月末に日本に訪れ
た際の,ある年餐後の談笑時,話したものであ
る。「むかし中国に沢山の骨董の名器を持って
いる金持ちがあった。仕事に失敗し,次々 に名
器を手放していったが,その果てにとうとう物
乞いにまで零落してしまった。しかし物乞いに
なっても一個の壷だけは手放さず,その壺を
持って放浪した。それを知った別の金持ちが何
とかしてその壷を手に入れたく想い,高い値段
で買い取ろうをして何回も交渉したが,物乞い
は決してそれに応じなかった。ところが何年か
経つて,物乞いは老いて歩行さえも難しくなっ
た。金持ちはそうした物乞いに家を与え,食を
給し,ひそかに相手が死ぬのを待った。やがて
は物乞いは老いの果てに病んで死んだ。金持ち
は待ちに待つた時が来たと思って悦んだが,な
んと相手は息を引き取る前に,その壷を庭に微
八戸工業大学紀要 第21巻
塵に砕いていた。Jこれが話の全部である。
この話に,井上氏は「壷に対する執心を取
扱ったものか,人間の慾の深さをたしなめたも
のか,その点ははっきりしなかったが,いずれ
にしてもさして深い意味を持った話ではなく,
その場限りの笑話 として受け取つていいもの
であった。」という感想を抱いた。ところが,そ
の時,広津和郎氏は老舎に向かって「わたしの
国では,いい壷や皿だったら,決して割るよう
なことはしない。あすは城が落ち,自分も死な
なければならないと知ったら,自分の持ってい
る名品名器を,たとえ敵であっても,相手方に
渡していますよ。実際にそういう武将がありま
した。」という発言をしたのである。この言葉に
老舎は「一瞬戸惑った表情を取った」と書かれ
ている。
今回の『老字号』『断魂槍』に関する考察を以
て考えれば,老舎の話の意図がよく分かるので
はないか。実は,老舎の話は「深い意味Jを持っ
ているのである。ただ,もちろん「壷を壊す」か
それとも「壷を敵に渡す」かの選択で, どちら
がより「壷を愛しているか」ということについ
ては議論は尽きないだろう。しかし「壷を壊すJ
かそれとも「壷を敵に渡すJかでは「表現する
もの」はかなり違うのではないか。別の機会に
論じてみたい。
(34)注(4)の論文参照。
(35)老舎研究会雑誌に投稿中の「老舎「『微神』と『』
月牙児」の「悲劇」」という文章の中でこのよう
に述べた。
(付記)本稿は科学研究費補助金 (基盤研究 (C)
「中国における家族の文学表象の形成と展開に関する
基礎的研究」代表者西上勝)による研究成果の一部で
ある。
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